
地域のランドマークとして魅力ある 県立新庄病院に！

アメニティ

患者用図書室
・	単に本を並べた図書コーナーではなく、専属

の司書を配置し適切な読書環境を整え、情報
を発信する機能をもたせます。

・	患者が自分の病気や治療方法について情報
を得て理解を深め、医療従事者と共に治療に
取り組むことができます。

·	読書や読み聞かせ等を通し入院中の癒しを
得る空間となります。

・	子育て支援や子供たちの受診時にも活用で
きます。

・	近隣道路の混雑対策
・	アンダーパスの設置
・	東北中央道北インターから

のアクセス確保

医療機能強化 ⊕ 快適性向上 ⊕ 情報発信機能 等

医師公舎の
整備

保健所の併設
・	コンパクトな地域の特性を活かした「最上モデル」として保健所が中心

となり病院と連携した取り組みの強化を図ります。
・	最上地域では死因第3位までの病気（がん、心疾患、脳血管疾患）によ

る死亡率が県平均、全国平均より高いことから、疾病予防にかかわる
情報発信や啓もう活動等をより一層実施することが必要です。

（※女性の胃がんの死亡率は
最上地域が全国1位です。）

※保健所は疾病の予防や健康増進など
地域住民の保健指導を行う公的機関

病院建設は決定しました。
しかし、私たちが望むような

病院にするには、これからいかに
要望し反映させていくかが

大切です。

建て替え

機能強化

周辺の交通対策

駐車場の確保

子育て支援機能

　医療はそれ自体が社会から独立して機能するも
のではなく、介護はもとより、まちづくり、生活の万般と
有機的に連動する。また、医療が医療従事者だけで
完結する時代は終わりを告げ、患者や住民との協働
が不可欠な時代に入った。

（厚生労働省  新たな医療の在り方を踏まえた医師・看護師等の働き方ビジョン検討会
報告書より引用）

休日夜間診療所
　診療所自体は「市立」のため設置するかどうかは県の所管
ではないことを前提としたうえで、病院に併設されることで
病院の救急外来の医師や休日夜間診療所で対応する開業医
の負担を減らすことにつながります。前号でお伝えしたよう
に、救急外来の「コンビニ受診」が減っておらず、病院医師の
負担が増しています。
　また、緊急性のある時には病院への搬送が容易になります。

（平成29年7月31日／山形新聞）

開業医と病院の連携
・	病院勤務医の確保が難しい中で、開業医の医

師が病院勤務を部分的に行うことで医療人材
の確保ができます。

・	開業医が患者を紹介するだけでなく病院での
手術や治療に積極的に関わるシステム（オー
プンシステムまたはセミオープンシステム）
の導入で一貫した治療ができます。

（平成29年6月30日／山形新聞）

地域の皆さんと患者用図書室の設置と司書配置について知事に要望


